






ステム(4年毎に更新)と平成 5年度，平成 7年度，平成 12年度の補正予算で整備したネットワー
クシステムを運用している.このうちレンタルのコンビュータシステムは，教職員の学術研究及
び学生教育のために利用されているが， 2000年 12月で 4年が経過するために， 2001年 3月に
システム更新された.








































































汎用サーバは， UN1Xユーザ用のサーバで， 3. の学生教育用の UN1Xサーバとしても機能




a) OSは， 10，メモリなどが 64ピット対応 UN1X環境であること.
b) X -Window Version 11 Release 6に準拠したウインドウシステムを有すること.
c) 100Base-l、Xイーサネット及びギガピットイーサネットによる通信機能を有すること.
d) TCP/1Pプロトコルをサポートしていること.











② 有限要素法による構造解析プログラム MENTATを含む MARC (3) 
③ 可視化ソフト :AVSまたは SpaceFinderと同等またはそれ以上のもの (3)
④ 数式処理ソフト:Maple (3) 
⑤ 数値計算ソフト:MATLAB (3) 
⑥ 分子計算ソフト:Anchor2や Gaussianと同等またはそれ以上のもの (3)
⑦ 汎用 3次元流体解析システム :α-FLOW相当のもの (3)
③ CALCOMP形式のサブルーチンによって作図する FORTRANプログラムに対する
PostScript出力用のインタフェース (3)
⑨ 国際標準規格 GKS準拠のグラフィックスライブラリを有し， PostScript， HPGLなど
各種のドライパに対応し， X-Window，日本語入出力機能を有していること. (3) 
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SAS Institute社製 SAS(Base SAS， SAS/STAT， SAS/GRAPH) 
③ 汎用データ解析システム
Mathematical Systems Institute社製 S-PLUS(5) 
④ 数式処理ソフト





Common Lisp， Perl， Tcl/Tk， Gnuplot，日本語ポストスクリプト Previewer，日本語 PDF
Previewer， Tgif， Mule， GIMP， Mnews，日本語入力システム Canna，Gnu C Compiler， 




















b) センター内の第 1端末室，第 2端末室，全学教育棟207番教室及び208番教室については，
全体で 3クラス 200人程度の同時ネットワーク利用の負荷に対応できるシステム構成でな
ければならない.
c) 9.2に示す ID(アカウント)体系の研究用 ID，学生用 ID及び教育用 IDによるユーザEZ証を























e) 日本語対応 OADGキーボードを有すること.。機械式 2ボタンマウスを有すること.
g) 720KB， 1.44MBの媒体を読み書き可能な 3.5インチフロッピーディスク装置を内蔵し
ていること.なお，別表に示す台数分の端末については， 720KB， 1.2MB， 1.44MBの
記録密度に対応した 3.5インチフロッピーディスク装置を内蔵していること.
全ての端末が1.2MBの記録密度にも対応している場合には 加点として評価する.









n 別表に示す台数分の端末については， 640MB，540MB， 230MBの媒体を読み書き可
能な MOドライブを有すること.
内蔵型 MOドライブの場合には，加点として評価する.





a) ワープロ，表計算，プレゼンテーションツールを有する統合ソフトウェア MicrosoftOffice 
2000プロフェッショナル日本語版相当以上の機能を有すると判断されること.
b) telnet， ftpを含む TCP/IPソフト
c) gifや JPEG静止画像， MPEG動画像 auや wav音声， Postscriptの各データの再生に
必要なツール
d) 8MTP， POP3， IMAPに対応した日本語メールツール
e) マイクロソフト Visual8tudio 6.0日本語版 VisualBasic相当以上の機能。VisualC++ 
g) 以下のフリーソフトウェアを導入すること.
Perl，日本語ポストスクリプト Previewer，日本語 PDFPreviewer， mule， Teraterm， 
ファイル転送 W8_FTP，画像ファイル Viewer Irfan View， 日本語 TEX，漢字コード変







i) 第 2端末室の端末に対しては，パソコン環境で動作する X-WindowVersion 11 Release 6 
相当以上のウインドウシステムサーバ機能を有すること.また，マルチウインドウモード
で複数の Xサーバを起動でき，パソコン環境での日本語入力ができること.
















d) 1.3GB， 640MB， 540MB， 230MBの媒体を読み書き可能な MOドライブを有すること.












































































g) ソフトウェア的には， SSL対応 apacheの最新版相当でサーブレット機能及び PHP機
能付き羽市Wサーバであるが，学外からのアクセスが前提であるので UNIXのxinetd
や lp五lter相当のセキュリテイ機能(アクセス制限及びロギング等)を有すること.















k) Ovid社製の OVIDnet2が稼動する UNIX準拠の OSであること.
































a)総合性能が SPECint_rate95値 150以上， SPECfp_rate95値 200以上であること.
b) ECC付きの総メモリ容量が 1GB以上であること.
c) メールスプール及び lMAPなどのユーザフォルダ領域として 50GB以上のハードディス
ク容量を持ち，自動パックアップの手段を持つこと.





a) POP3， IMAP， SMTPをサポートし， UNIX(シェル)ログインなしで，パスワード変更，
転送先指定Uorward相当)ができるような羽川川fなどによるユーザインタフェースが必
要である.
b) SSL(SMTPの場合 RFC2487)， SSH(ポートフォーワード)， SMTP幽AUTH(RFC2554)や
POP-before-SMTPをサポートし，学外からの安全なメール読出及び送信ができること.








SPECint_95値 17以上かつ SPECfp_95値 22以上であること.
b) 主記憶容量を 512MB以上有すること.
c) ハードディスク容量を物理容量で 9GB以上有すること.
d) 最大 32倍速以上の CD・.ROMを有すること.
e) ssh (version1，2) ftpによるログインができること.。muleを導入し， mew， mh-e等でメールを利用できるようにすること.

















a) DHCP， NAT/IPマスカレードの機能やアクセス制限機能を持ち， LAN接続インタフェー
スを 2口持つこと.
b)利用できるアプリケーションは，研究 ID，教育用 ID，学生 ID，netIDのメール(POP/lMAP，
















b) アナログモデムからの接続(9.6Kbps~56Kbps)を最大同時 46 本まで可能なこと.
c) PIAFS32/64による接続を最大同時 8本まで可能なこと.




























。 Microsoft社製 Windows95，Windows98(8econd Editionを含む)，
Windows Millennium Edition， Windows NT 4.0， Windows 2000及び

























i) Type I PCカードを 2以上同時に接続可能な PCカードスロットを有すること.




n 08は， Microsoft社製 WindowsMillennium Edition日本語相当以上の機能を有する
こと.
m) Microsoft社製 MicrosoftOffice 2000 Professional日本語相当以上の機能を有するア
プリケーションソフトを有すること.
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